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いわきを辿
たど

る！

昭
和
四
十
二
年
ご
ろ
の
林
業
の
風
景（
三
和
地
区
）。冬
に

は
炭
焼
き
も
行
わ
れ
た
＝
小
宅
幸
一
さ
ん
提
供

■掲載は旧14市町村の五十音順

国道49号の「いわき三和トンネル」

（
一
九
五
五
）
年
二
月
。
東
の
永

戸
村
、
中
央
の
沢
渡
村
、
北
西
の

三
阪
村
が
合
併
し
て
成
立
し
た
。

名
称
が
決
ま
ら
ず
議
論
の
的
と

な
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
「
三
つ

の
村
の
融
和
」
を
表
現
し
た
「
三

和
」
を
採
用
。

人
口
は
同
三
十
三
年
に
約

八
千
三
百
人
に
上
っ
た
も
の
の
、

二
十
年
後
に
は
約
五
千
三
百
人
に

減
少
し
て
い
る
。
高
度
経
済
成
長

期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
。

こ
の
頃
の
い
わ
き
各
地
区
を
み

る
と
、
人
口
激
減
は
「
炭
鉱
の
閉

山
」
が
主
な
理
由
だ
が
、
三
和
村

は
「
林
業
離
れ
」
な
ど
が
影
響
。

双
方
は
一
見
異
な
る
よ
う
に
思
え

る
が
、〝
燃
料
革
命
〟
が
共
通
し

て
い
た
。

三
和
地
区
は
総
林
野
面
積
の
う

ち
約
一
万
二
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
民

有
林
が
占
め
、
市
内
地
区
別
で
一

番
の
広
さ
を
誇
る
。
当
然
、
林
業

が
盛
ん
だ
っ
た
。

同
三
十
三
年
当
時
、
村
内
の
就

業
者
に
占
め
る
農
林
業
就
業
者
の

割
合
は
八
割
超
。
特
に
民
有
林
が

多
い
沢
渡
地
区
は
林
業
が
主
産
業

で
、「
貯
金
よ
り
山
に
手
を
入
れ

ろ
」
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
。
植
栽
さ

れ
た
ス
ギ
は
高
く
売
れ
、
文
字
通

り
「
宝
の
山
」
だ
っ
た
。

境
は
小
野
町
、
平
田
村
、
古
殿
町

に
隣
接
。
東
西
を
貫
く
好
間
川
流

域
以
外
は
阿
武
隈
高
地
に
抱
か

れ
、
と
り
わ
け
南
域
で
は
六
〇
〇

～
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が

連
な
る
。

ま
さ
し
く
「
山
村
」
の
旧
三
和

村
が
誕
生
し
た
の
は
、
昭
和
三
十

標
高
は
お
よ
そ
三
二
〇
～
五
三
〇

メ
ー
ト
ル
。
平
均
気
温
は
平
に
比

べ
て
二
・
五
度
も
低
い
と
い
う
。

町
全
体
は
や
や
ひ
し
形
で
、
西

「
今
年
の
夏
も
扇
風
機
だ
け
で

過
ご
せ
ま
し
た
よ
」

地
域
住
民
が
こ
う
話
す
よ
う

に
、
三
和
町
は
涼
し
い
。
集
落
の

「
燃
料
革
命
」
で
林
業
衰
退

冬
季
は
山
々
か
ら
炭
焼
き
の
煙

旧
三
和
村
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貯
金
よ
り
山
に
手
を
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冬
の
農
閑
期
に
な
る
と
、
山
の

そ
こ
か
し
こ
か
ら
煙
が
上
が
っ

た
。
こ
た
つ
や
囲い

ろ

り
炉
裏
で
用
い
る

木
炭
を
作
る
た
め
の
、「
炭
焼
き
」

の
サ
イ
ン
だ
。

同
地
区
の
岡
村
忠
幸
さ
ん

（
八
六
）
は
「
山
の
各
地
に
粘
土

で
炭
窯
を
設
け
、
木
炭
を
作
っ
た

も
の
で
す
。
濁
っ
た
煙
が
半
透
明

に
な
り
、
青
く
な
る
と
完
成
。
東

京
へ
も
売
り
に
行
き
ま
し
た
」と
、

当
時
を
懐
か
し
む
。

燃
料
と
し
て
石
油
が
普
及
す
る

と
、
石
炭
と
同
様
に
木
炭
の
需
要

も
減
少
。
外
材
の
流
入
も
相
ま
っ

て
林
業
は
衰
退
し
、
同
五
十
三
年

度
に
は
従
事
者
数
が
同
三
十
三
年

度
の
五
分
の
一
以
下
ま
で
激
減
。

就
労
だ
け
で
な
く
教
育
環
境
な
ど

も
求
め
、
転
出
者
が
相
次
い
で
い

た
。と

こ
ろ
で
、
沢
渡
地
区
の
特
色

を
「
林
業
」
と
す
る
と
、
ほ
か
の

合
併
前
夜

―
旧
三
和
村

（
出
典
・
市
資
料
な
ど
か
ら
）

1966（昭和41）年10月1日、5市4町
5村が大同合併して誕生。64年3月に常
磐・郡山地区が「新産業都市」に認定さ
れるまで、各市町村が協議会を設立し
て活動したことが契機となった。面積
は1,232㎢で、市としては2003年まで
国内最大、県内の約9％を占める。工業
出荷額は例年、東北で1、2を争う。人
口は令和7年11月1日現在、31万3,319
人。1997年に中核市指定

い
わ
き
市

交
通
環
境
は
街
の
趨す
う
せ
い勢
に
影
響
を

与
え
る
。
村
内
の
好
間
川
に
沿
っ
て

東
西
に
通
じ
て
い
た
通
称
・
三
坂
街

道
は
明
治
期
以
降
に
整
備
が
行
わ

れ
、
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年

に
は
一
級
国
道
49
号（
現
国
道
49
号
）

に
格
上
げ
。

同
道
で
は
二
年
後
に
三
和
ト
ン

ネ
ル
が
開
通
す
る
と
、
そ
の
一
年

後
に
は
合
戸
―
下
市
萱
間
で
舗
装

工
事
が
完
了
し
た
。
平
成
二
十
二

（
二
〇
一
〇
）
年
に
は
県
中
・
県
南

と
小
名
浜
港
を
結
ぶ
コ
ン
テ
ナ
輸
送

〝
宿
場
〟
の
面
影
今
も

の
た
め
、
新
し
い
「
い
わ
き
三
和
ト

ン
ネ
ル
」
が
開
通
。
平
成
七
（
一
九

九
五
）
年
に
は
磐
越
自
動
車
道
「
い

わ
き
三
和
Ｉ
Ｃ
」
も
開
設
さ
れ
た
。

い
わ
き
と
県
中
・
県
南
の
境
に
位

置
す
る
三
和
は
、
車
社
会
で
は
〝
通

過
さ
れ
る
場
所
〟
と
も
言
え
る
。

一
方
、
江
戸
時
代
に
は
「
宿
場
」

が
置
か
れ
、
短
冊
形
の
特
徴
的
な
街

並
み
が
広
が
っ
た
。
現
在
で
も
上
市

萱
、
上
三
坂
、
中
寺
な
ど
に
そ
の
面

影
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
地
区
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

田
園
が
広
が
る
三
坂
地
区
は
、

養
蚕
、
タ
バ
コ
、
畜
産
を
含
め
た

「
農
業
」。
好
間
に
接
す
る
永
戸
地

区
は
早
く
か
ら
勤
め
人
が
現
れ
、

地
域
住
民
の
言
葉
を
借
り
れ
ば

「
あ
か
抜
け
て
い
る
」。

産
業
が
乏
し
い
三
和
の
人
口
は

減
少
を
続
け
、
十
月
一
日
現
在
で

は
約
二
千
二
百
人
に
。
高
齢
化
率

は
五
〇
％
を
超
え
た
。
こ
う
し
た

状
況
下
、
廃
校
の
利
活
用
、
農
産

物
直
売
所
で
の
「
か
あ
ち
ゃ
ん
の

弁
当
」
の
販
売
、
若
者
有
志
に
よ

る
他
地
域
へ
の
イ
ベ
ン
ト
出
展
な

ど
、
町
を
盛
り
上
げ
る
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
鷹
）

■
次
号
は
旧
好
間
村

宿場の面影が残る三和地区の上市萱の集落。
短冊状の街並みが広がる
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